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JCRNとは、25の学協会と、13の全国的学術ネットワークと、12の地域ネット

ワークの連合組織であり、コンピュータ・コミュニケーションを学術研究の発展

に有効利用するために、関連した諸ネットワーク相互の連携を図り、かつ、今後、

国内における研究ネットワークのあるべき姿を学術団体の立場から提示すること

を目的とする連絡・調整機関である。

1. 準備時代

情報処理学会は平成2年に創立30周年を迎えたが、記念事業の1つとしてバック

ボーンのネットワークを構築しようという計画があった。種々検討の結果、独自

のネットワークを構築するのではなく研究ネットワーク推進のための連絡・調整

機関の設置へと方向転換し、各ネットワーク組織、各社の研究部門、および多数

の学会に呼びかけて連合体を組織することとした。多くの学会に意見を求め、平

成2年4月20日に、準備会が開かれた。約30名（17学会、ネットワーク、その他）

が出席した。引き続き何回かの準備会を経て、発足式を迎えた。

2. JCRNの活動（第1期）

研究ネットワーク連合委員会の発会式ともいうべき第1回総会は、平成2年10月

16日に機会振興会舘で開かれ、役員を指名した。第2回総会は12月21日に開催さ

れ、規約を決した。平成3年4月5日の第3回総会において、技術部会で、ドメイン

割り当て、アドレス割り当て、国際接続の方針、国内相互接続の方針、国内ネッ

トワーク情報の蓄積とサービスなどについて検討するという方針が了承され、技

術部会は村井純主査のもと8月末まで精力的に議論を進めた。

このような作業を経て、「ネットワークインフォメーションセンター」をJCRN

の下部機関として設置する構想が進められた。JCRNは、1991年12月に、各ネッ

トワーク団体の協力のもとに、JNIC*を発足させた。従来、junet-adminが行って

いたドメイン名の割り当てを引き継ぎ、翌年6月からは、IPアドレスの割り当て

と管理をネットワークアドレス調整委員会から引き継いだ。JCRNはかねてから

初心者のためにセミナーの開催を検討していたが、第1回JCRNセミナー「学術研

究とネットワーク」は、平成4年3月10日に工学院大学で開かれた。

JCRNセミナーで引き続き総会が開かれ、国際組織との連携を推進するため、

ネットワーク代表者部会（仮称）の提案が了承された。この会はその後数回開催

された。また、JNIC運営委員長の平原氏よりJNICの活動報告があった。JNICの

運営形態や資金について議論がなされ、JNICをJCRNから独立性をもった機関と

して運営する可能性が検討された。「日本ネットワークインフォメーションセン

ター」（JPNIC）は、平成5年4月9日に独立組織として発足した。

JCRN（研究ネットワーク連合委員会）

JNIC

Japan Network Information Centerの略称。

現在のJPNICの前身。p.72参照。
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3. JCRNの活動（第2期）

第2期は、JPNICの正式発足の後、JCRNの新しい方向性を模索する時期である。

折から、政府がネットワークの重要性を認識しはじめ、政府系の研究機関を結合

するIMnet*が動きはじめた。また、多数の地域研究ネットワークが組織され活

動している。同時に、多数の商用ネットワークサービスプロバイダーが営業を開

始し、「研究」ネットワークをこれらから区別する意味も薄れつつある。今後の

重要な課題である。

他方、多くの学会ではOA化とともに電子化、ネットワーク化が進行している。

しかし、学会の事務局職員は必ずしも計算機のプロではなく、技術的なサポート

を必要としている。学会を主要メンバーとする本委員会としては、これに協力す

ることも大きな使命のひとつであろう。関連して、平成7年5月22日には第2回

JCRNセ ミ ナ ー を 開 催 し た 。 詳 細 は http://www.sapmed.ac.jp/satui/

anat1/tatsumi/jcrn.html参照。

（小柳義夫）

JCRNのホームページ

IMnet

国の研究機関などを接続する学術・公共

ネットワーク。
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